
MCB9は小学校就学以降の子どもを対象としたチェックリストです。子どもが′l、学生以上の場合にお答えください。ト
ラウマを経験した子どもの状態をチェックするための質問 55項目が列記されています。子どもの行動を観察する機
会のある成人(児童養護施設や児童相談所の職員、学校教職員など)が、子どもの様子を思い浮かべながら、すべ

ての質問項目に答えてください。

その質問内容が「ほとんど当てはまらない」場合には 0、「どちらかといえば当てはまらない」場合には 1、「どちらかと
いえば当てはまる」場合には 2、「当てはまる」場合には3に○をつけてください。

0:当てはまらない
1:どちらかといえば当てはまらない

2:どちらかといえば当てはまる
3:当てはまる

当

て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い

え
ば

当

て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当

て
は
ま
ら
な
い

当

て
は
ま
ら
な
い

(1)職員等などの大人の怒りをかうような言動が見られる 0    1

(2)

(3)

(4)

遊びや趣味などで夢中になれるものがない 0    1    2    3

0    1    2    3放火や弄火 (火遊び)がある

パニックを起こしたときなどに自分の持ち物を破いたり壊したりする 0    1    2    3
(5) 大人や年長者に対して挑発的な態度をとる 0    1    2    3
(6). 悲しいときに無表情である 0    1    2    3

学用品などの物をよくなくす(7) 0    1    2 ３

一
３

一　

３

③
一
③
一⑩

イライラする

大暴れをして物を壊したり、人に殴りかかつたりするなどのいわゆる「パニック状

0    1    2

態」になる

他の子と年齢に不相応な性的かかわりがある
一一

２

一
２

一

１

一

１一

〇

一
〇一一一一

３

一
３(11) かつあげをしている

(12) 落ち着きがない 1    2    3

(13) 自分を誇示するような言動がある 0    1    2    3

0    1    2    3(14) カッタニで腕を切るなどのセルフカット(リストカット)がある
(15) この子が身体接触を求めてくるとき、どこか「性的ニュアンス」を感じる 0    1    2    3
―
(16)1- 年少の子どもに対してr威圧的な態度をとる‐

‐一……「―… ………~…………――――一 ―o………1~-2~~3~~
(17) 将来の夢がまつたく持てない

一

０ ‐

一
０ ‐

一
2 ３

一
３(13)

(19)

(20)

万引きをする

「どうせ自分なんか…」などと、自己を卑下したようなことを言う

食べ物に執着する ２

一
２

一
２

一

２

３

一
３

一
３

一
　

３

一
３

一
３

一
３

(21) 否定的な感情の表現 (悲しい、腹が立つなど)がない ０

一
０

一
　

〇

(22) 何事につけても自信がない

(23)
興奮したときに自分の頭を壁にぶつけるなど、自分の身体を痛めつける行為をす
る

の
一の
一ω

悪夢を見る

生まれてこなければよかったなどと口にする ０

一
〇

2

2「どうせ大人は～」と、大人への不信感を口にする
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当

て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当

て
は
ま
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
当

て
は
ま
ら
な
い

当

て
は
ま
ら
な
い

0:当ではまらない

1:どちらかといえば当てはまらない

2:どちらかといえば当てはまる

3:当てはまる

②
一の
一の
一⑩
一ω
一０
一ω

自分で自分の体を殴る

常におやつを求めている

喫煙する

朝起きられない

スポニツや趣味で得意だつたり、自信を持つていることがない

他の子と1生的な遊びをする

多動でじつとしていることができない

０
一ω
一∞
一０
一ω
一ω
一⑩
一の
一の
一〇

感情が表情に表れない

職員や他の子どもからの金品の持ち出しがある 2

「死にたい」ともらす

大人の心を傷つける言動がある

異性の身体にベタベタ触れたがる                     0  1  2  3
不登校の傾向がある 0    1    2    3

泣かない 0    1    2    3

強者に対する態度と弱者に対する態度が極端に異なる 0    1    2    3

学校で居眠りをしている 0   1   2   3
過食がある 0    1    2    3

(44)

(45)

(46)

年齢に比べて性的な事柄に対する関心が高い 0    1    2    3

無断欠席が多い 0    1    2    3

肯定的な感情の表現 (うれしい、.たのしいなど)がない ０

一
〇

２

一
２

３

一
３(47)

(48)

大人に対して反抗的な態度を示す

大量に服薬する

(49) 昼夜逆転である

(50) 人の神経 する 1    2    3

(51)

(52)

(53)

(54)

衝動的に行動してしまう

無断外泊がある

1     2

1     2 3

3勉強で何か得意な分野や自信を持つているものがまったくない 1     2

怒りをもつと大暴れをする ３

一
３(55) 注意の集中が出来ない
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充足されている     ほとんど充足されている   あまり充足されていない    充足されていない
4321

※問 22で2または1を選択した場合にのみお答えください。

1.身の回りのケア                  2.愛 着形成、コミュニケーション

3.学習支援                    4.個 別指導・面接

5.専門的な心理ケア                6.専 門的な医療ケア

7.自立支援に関するケア(就労、進学、自活等)    8.家 族再統合に向けてのケアやファミリーソーシヤルワーク
9.関係機関との連携                10.そ の他 (                   )

職権鵜該幕1載辮戦議鋪棋薦谷鐵榊岬 l雌識鱗鱗圃継粥鞣ぐずい11:11組錦嫌郷鶴1棚肺綿撤憾轟灘師嚇
1.ほとんど
いつも
(5～ 7日 /週 )

2.ときどき

(2～48/週 )
3.まれ

(1日 /週か

それ以下 )

4.無い又は

年齢的に当て
はまらない

5.不明

寝る時刻になっても眠くない

眠気が無くて寝床に入るのが嫌だ
□ □ □ □ □

一人で寝るのが怖い □ □ □ □ □

暗い部屋で寝るのが怖い □ □ □ □ □

からだや頭を、揺すつたり、リズミカルに動きながら

寝つく(例 :ベッドに頭をあtつけるなど)― ―………一‐――

[具体的な記入:           ]
□― □ ― ‐日 ‐ □ ‐ □

‐

寝つくのに特別な物品、もしくは犠式が必要である

(例 :特別な人形や毛布、特定の動作など)

[具体的に記入:          ]
□ □ □ □ □
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1 ほとんど
いつも

(5-7日 /退1)

2_ときどき

(2～ 4日 /週 )

3まれ
(1日 /週か

それ以下)

4_無い又は

年齢的に当て

はまらない

5.不明

寝言を言う □ ロ □ □ □

おねしょをする □ □ □ □ □

夜泣きをする □ □ □ □ □

眠つたまま落ち着きなく体がよく動〈 □ □ □ □ □

眠つたまま歩きだす、行動をする □ □ □ □ □

歯ぎしりをする □ □ □ □ □

眠つている間に体の一部がピクつく □ □ □ □ □

大きないびきをかく □ □ □ □ □

眠つている間に子供の息が止まっているように見える □ □ □ □ □

眠つている間に子供の息が詰まりかけたり、息が荒くな

る                 | □ □ □ □ □

夜中に目を覚ますと、水分か食物をとらないと再び寝つ

けない
□ □ □ □ □

夜中に叫び声を上げたり、汗をかいたり、慰めようもない

ほど泣きじゃくって目を覚ます
□ □ □ □ □

怖い夢を見る □ □ □ □ □

1.ほとんど
いつも

(5～ 7日ノ週 )

2ときどき
(2～ 4日′週)

3まれ
(1日′週か

それ以下)

4.無い又は

年齢的に当て

はまらなしヽ

5.不明

目が覚めたとき気分が悪い、イライラする

周りから見て、機嫌が悪い
□ □ □ □ □

目が覚めても寝床からなかなか起き出せない □ □ □ □ □

はっきり目が覚めるまでに時間がかかる □ □ □ □ □

朝、日覚める時刻が早過ぎる □ □ □ □ □

朝、食欲がない □ □ □ □ □

1.ほとんど
いつも

(5～ 7日 /週 )

2,ときどき

(2～ 4日 /週 )

3.まれ

(1日 /週か

それ以下,

4無い又は
年齢的に当て

はまらない

5.不朗

昼間なのにとても眠い

周りから見て、とても眠そうにしている
□ □ □ □ □

ぼんやりして集中力がない □ □ □ □ □

気分が悪い、イライラする

周りから見て、機嫌が悪い
□ □ □ □ □

活動(食事や遊びなど)している最中にも突然眠つてしま

つ
□ □ □ □ □

III彙1寝床11入る時亥1(,肖灯時刻)を教えてくサ麟St,`|ち

午後 ( )時 ( )分 □ 不明

|111卜寝床l_~入る時亥Jが 1■番阜111i郷it,時間こ辞楓来攣封悌襲だが幕彗♯鮮る方i主 /ヂ距″吹く着挙ド奉:|■
'■

口 はい     □ いいえ     □ 不明

図 はい の場合 → 最大で (    )時間 (    )分 違つた
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榊櫛鷲蒸蝉猟薄終ガ擦島槽単く紳碑漱脚鸞苗力熙動繭師力ヽが湘蝉犠熙111鞠脚1ユ1繁!榊榔1颯●1111椰紳麟刑樹離部驚

(    )時 間 (.  )分            □ 不明

● 1時間未満の場合には “(  )時間"のところに “0"と 記入してください。
● 例 :午後8時 30分頃に寝床に入り午後 9時頃に寝つく場合 ―>0時 間30

職糠i:筆麟憔靭勁じて|ミ軸増燿響議事しま詢毒縫織‖柑1畿#キll〕離離ギ:1城1理靭1酬蹴驚ヽ鸞講IIIWギザl;:I∵ 111r,11ギ llTlll'癬機脚 R:

合計 (    )回       。          □ 不明

● いったん寝ついた後から、朝しつかり起きるまでの途中の日党め回数です。

♯lⅢ増榔棚哺や篠i

合計 (    )時 間 (    )分         □ 不明

● 目を覚まさない場合には、「0時間0分 Jと 記入してください。

1,Il・ |11111 ii年
■ ■二tざ静鱗紺軽

午前 ( )時 ( )分 □ 不明

です。0. を8Eれ る はなく す る

Jヽ1稚孵 瞥 すかざ:|: li主ぜ1業:黒導寄ギ,軍景

口 はい □ いいえ □ 不明

鼎獅11=鱚ひ鶴れヽたi峰 棄゙お昼懺α翻 峰間曖ど1*却鮨けがま,撫喜ギ:1嚇ⅢI:漱轟ミれFi「I秘●:L ii,1)絲滞綱灘枷
合計 ( )時間 (    )分 □ 不明

● お昼寝をしない場合には、「0時間0分」と記入してください

アセスメント票の設間は以上です:タ イムスタディデータの分析等において非常に貴重な
資料となりますので各設間に記入漏れ、誤りがないか再度ご確認ください。

調査にご協力いただき誠にありがとうございました。
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第8回社会保障審議会児童部会
社会的養護専門委員会提出資料 参考資料1-ら

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」

ア セ ス メ ン
(母子生活支援施設

卜 調 査
・世帯票 )

面一不

<ご回答の方法>
1.ご言己入に先立ち、説明資料「アセスメント票の記入要領 【世帯票】」を必ず
お読みください。

2.本調査票には、2日間タイムスタディ調査の対象となつた世帯の状態をご
記入ください。

3.「施設 ID(英数字 5桁 )」 及び「母子 ID(数字 3桁 )」 は、調査対象母
子一覧表に基づいてご記入<ださい。

4.ご不明点につきましては下記のコールセンターで受け付けております。お
気軽におP00い含わせくださいますようお願い致します。

5。 回答が終わりましたら記載内容をご確認の上、貴施設で設定されたスケジ
ュールに合わせて調査事務局までご返送ください。

【コールセンター】

「平成20年度社会的養護における施設ケアに関する実態調査」調査事務局
(みずほ情報総研)
丁巨L:0120-701-181(受 付時間 :9時 30分～17時 00分 )
FAX:03-5281-5443        ・
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1.経済的自立度が高まったので            2.日 常生活・身辺、精神的自立が高まったので

3.子どもの年齢が 20歳を超したので          4.希 望退所

5.再婚するので                    6.復 縁するので

7.住宅事情が改善したため               8.母 子分離に至つたため

9.その他 (具体的に :

1.入所時の母子を維持しての

退所

1公営住宅 2.民間アパート   3.母親の実家 4.親族宅

フ他の母子生活支援施設

)

5,夫宅 (再婚の場合)  6.夫 宅 (復縁の場合)
8.その他 (具体的に :

2.母子分離に至った

場合の退所

母親
1.公営住宅

4.親族宅

7.その他 (具体的に :

2民間アパート

5.夫宅 (再婚の場合)

3.母親の実家

6.夫宅 (復縁の場合)

)

児童
1.他の児童福祉施設

5.その他 (具体的に :

2父親宅 3.親族宅 4.里親宅

)

1.疑い無し 2.やや疑
い有り

3.疑い有り 4確か :こ
F.5顕有り ５．判断鵬1.家事能力の不足、家事への負担感

(掃除、洗濯、食事作り、栄養管理等健康保持を含む)
, 2 3 5

2.生活リズムの乱れ
(昼夜逆転、極端な夜更かし、不規則な食事等)

1 2 3 4

3.計画的な,肖費など金銭管理
(借金、多重債務、金銭感覚の欠如等)

1

4.書類の理解、作成等識字に関る課題
(園や学校のプリントを読めない、役所の書類が理解できない等)

1 5

5.言葉、生活文化の違い等による課題 1

6.生育歴に依拠するもの
(被虐待歴、親に愛されなかった思い、親への拒否感、望まな
い妊娠・出産、若年での出産等)

1 3

フ.慢性疾患や障害
(日常生活に支障を及ぼす程度の慢性疾患、身体虚弱、
知的障害、身体障害“精神障害等)

i 4

8.不定愁訴など心理面での訴え
(不眠、偏頭痛等を含む)

1 4

9.依存傾向
(アルコール・薬物への依存、ギャンブル、買い物依存等)

1 4

10,自 傷行為

(リストカット、自殺未遂等 )
1 4 5
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アセスメント調査票 (世帯票

EI]人

馨 | | 1 年 EI]月

1.19歳以下  2.20～ 24歳  3.25～ 29歳  4.30～ 34歳  5.35～39歳  6.40～ 44歳  7.45～ 49歳  8.50歳以上

1.夫などからの暴力   2.児童虐待   3.入所前の家庭環境の不適切   4.母親の心身の不安定
5.職業上の理由    6.住 宅事情   フ.経済事情           8.そ の他 (         )
※【夫などからの暴カル議夢κ夫や激 どからの暴ガ騰象身体的こ覺妬暴力にけでなく、性的。心理的こ1勤寝:もたらす行為 含む。

※【児童虐特彰d乳晩 測ま双カカちの児ヨ蘭寺(― 、十嚇 ネヽグ
"卜
、

―

.

※【入所前の中 不固冽同居足 の祈合いが悪い、母子それぞれの友達が出入りして物 場が失われている等.

※【母親の心身の不安自母幣譜電瘍の病気のため児麹謝 る十分製監整断ラι′■ 場ヽ合等.

※【― Im母子が■細
こ生活するのに適当な住宅が鶴 れない場経乳

※聯澄苺事情】1減認賞等の支出を軽鋼し、ゆ 士創粛相ビ6等の中 謝 る鵬 .

1.有り 2.無し

1,事業主    2.常 用勤労者  3.臨時・日雇・パート    4。 その他就業  5.未就業   6.不 明

1・ 技術を身につけるため講習・学校等に通つて就業準備中   2.手 L幼児等の世話がある

3.疾病力ぐある、若しくは虚弱である              4.精 神的・身体的な障害がある
5.児童に障害・疾病があり介護が必要           6.求 職中(条件にあつた求人がない等)

7.就労意欲がない。就労習慣が身についていない       8.そ の他 (              
°
  )

1.3か月以内に退所見込み

4.末子が年齢制限に達するまで退所困難

2.1年 以内に退所見込み

5.現時点での退所見込みはない

3.適当な住宅さえあれば退所できる

6.その他 (         )
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1疑い無し 2.やや疑
い有り

3.疑い有り 4.確かに

問題有り ５．判断麒
11.摂食障害傾向

(拒食、過食、異食 )
1 4 5

12.抑うつ傾向

(継続的な落ち込み、食欲不振、自殺念慮等)
1 4 5

13_性格上の問題

(攻撃的、衝動的、共感性の不足、自己中心的、虚言癖等)
1 4 5

14.精神状態

(育児ノイローゼ、引きこもり、脅迫的な行動等)
1 2 4

15.対人コミュニケーション上の問題

(集団不適応、彼害感、思い込みが激しい、対人関係ストレス

等 )

1 4 5

:.疑い無し 2.やや疑
い有り

3疑い有り 4.確かに
問題有り

5.判断
困難

1.子どもへの愛着形成の困難
(かわいいと思えない、受容できない、無関心等)

1 2 3 4

2、 育児・養育力(知識)の不足

(発達の理解不足、離手し食の作り方・入浴のさせ方の無知・事故

が多い等)

1 2 3

3.虐待傾向
(虐待及び厳しい体罰、罵声、病院に連れて行かない、健診・

予防接種未受診等)

1 2

4.密着,抱え込み状態
(子どもの行動東縛、親威付合いや友達との交流をさせない、

過保護・過干渉等)

1 2 4

5.価値観の強要
(子どもより自分の欲求を優先、自分の価値観を押し付ける

等 )

1

6.母子の逆転
(子どもへの過度の依存、子どもが母親に命令する等)

1 2

所崎騨犠コ麟穫「機犠騒黎pp 熙鴇辞tご摯ユμネ蒸鳳婦鼎篇

身体障害者手帳 1.所持(1級 ) 2.所持(2級 )
3.所持
(3～ 6級)

4.未判定
(申請中)

5.無し

療育手帳(知的障害者福祉手帳)
1.所持
(重度)

2.所持
(中度)

3.所持
(軽度 )

4.未判定
(申請中)

5.無し

精神障害者保健福祉手帳 1.所持(1級 ) 2.所持(2級 ) 3.所持(3級)
4.未判定
(申請中)

5.無し

ま自治悧こよつて異なりますが、ここでは耐礼 てし る

場合は「重度」に含めてください。

有りの場合

通院回数

(過去 1年当たり)

1.精神科・心療内科への通院有無 1.有り  2、 無し

2.精神科・心療内科での投薬の有無 1=有り  2.無し 1.有り 2.無し
3.精神科・心療内科以外の診療科への通院有無 1.有 り 2.無し

4.精神科・心療内科以外の診療科での投薬の有無 1 有り  2.無し 1.有り 2.無し
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1.施設における心理療法の実施有無

2.施設外における心理療法の実施有無

3.心理療法の必要性

充足されている     ほとんど充足されている   あまり充足されていない     充足されていない

※問 13で2または1を選択した場合にのみお答えください。

1.身の回りのケア                  2.愛 着形成、コミュニケーション

3.学習支援                   4.個 別指導・面接

5.専門的な心理ケア                 6.専 門的な医療ケア

フ.自立支援に関するケア(就労、進学、自活等)    8.家族再統合に向けてのケアやファミリーソーシギルワーク
9.関係機関との連携               10。 その他 (                   )

世帯票の設間は以上です。記入漏れがないか再度ご確認ください。
調査にご協力いただきありがとうございました。
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